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図Ⅱ-3-9 沖合海域における全β濃度の時系列変化 

 

 

(3) 外洋海域 

 海水試料の分析結果を資料 4-1-3 に示す。 

 表層の 134Cs 濃度は、5-6 月及び 10 月において、全ての測点で検出下限値以下であった。 

 表層より深い深度（100～500m）での 134Cs 濃度は、5 月が 0.61～1.1mBq/L の範囲(平均

0.78mBq/L)であり、10-11 月が測点 21 のみ 0.71mBq/L であり、その他の測点はすべて検出

下限値以下であった（図Ⅱ-3-5）。 

表層の 137Cs 濃度は、5-6 月が 1.5～3.0mBq/L、10 月が 1.5～2.6mBq/L の範囲であった。

平均値は、2.3mBq/L（5-6 月）、2.0mBq/L（10 月）であった（図Ⅱ-3-6）。 

 表層より深い深度（100～500m）での 137Cs 濃度は、5-6 月が 0.71～5.6mBq/L、10 月が 0.90

～3.7mBq/L の範囲であった（図Ⅱ-3-6）。濃度範囲は表層と比べると大きいものの、平均

値は 2.4mBq/L（5-6 月）、2.3mBq/L（10 月）であり、平成 27 年度の表層と同程度であった。 

    

 平成23年 3月以降に実施した東電福島第一原発周辺の海域モニタリングで得られた放射

性核種全ての時系列データの結果を図Ⅱ-3-10 から図Ⅱ-3-13 に示す。 

 平成 27 年度の沖合並びに外洋海域における表層の 134Cs 及び 137Cs 濃度は、平成 26 年度

の結果と同等かそれ以下であった。平成 24、25 年度において、10mBq/L を越える濃度が観

測されたが、平成 27 年度では全てそれ以下であった。平成 25 年 11 月から平成 28 年 1 月

までの近傍・沿岸海域における表層の 134Cs 及び 137Cs 濃度は、0.93～150mBq/L 及び 2.3～

600mBq/L の範囲であった。 
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ⅱ. 海水における海洋放射能調査との比較 

平成 27 年度に実施した海洋放射能調査（発電所海域（5 月）及び核燃海域（5、10 月））

で得られた海水の放射性 Cs、90Sr 及び 239+240Pu 濃度範囲について、各対照海域の結果と比

較した。その際、対照海域では、表層、表層より深い層の 2 層に分けたほか、海洋放射能

調査での調査海域を以下のように区別した。 

  ・親潮の影響がある海域（襟裳沖海域との比較）：青森、宮城、福島第一、福島第二、

茨城、核燃 

 ・日本海側に位置する海域（大和堆海域との比較）：北海道、新潟、石川、福井第一、

福井第二、島根 

  ・黒潮の影響がある海域（四国沖海域との比較）：静岡、愛媛、佐賀、鹿児島 

海域毎にまとめた結果を表Ⅲ-1-1-1-1 に示す。対照海域の放射性 Cs は濃度が非常に低

いため、β線計測を行っている。対照海域の放射性 Cs 濃度は、四国沖海域における表層よ

り深い層（250m 層）を除き、東電福島第一原発事故前 5 年間の濃度範囲内であるため（図

Ⅲ-1-1-1-2）、発電所海域及び核燃海域での 137Cs 濃度と同程度と考えられる。そこで、発

電所海域及び核燃海域での 137Cs 濃度と対照海域の放射性 Cs 濃度を比較した。 

対照海域における表層及び表層よりも深い層の放射性 Cs 濃度は、発電所海域及び核燃

海域における濃度よりも高い場合があるが、その平均値は発電所海域及び核燃海域よりも 

 

表Ⅲ-1-1-1-1 発電所海域、核燃海域及び対照海域における海水の放射性 Cs、90Sr 

及び 239+240Pu 濃度範囲及び平均値 

調査海域 採取層 
放射性 Cs＊(mBq/L) 90Sr (mBq/L) 239+240Pu (mBq/L) 

最少 最大 平均 最少 最大 平均 最少 最大 平均 

北海道、新潟、石川、福井第一、  

福井第二、島根 

表層 1.0 2.5 1.9 0.62 1.1 0.89       

下層 0.55 2.6 1.6 0.25 1.1 0.87       

大和堆 
表層 1.8 2.0 1.9 0.41 0.43 0.42 0.0035 0.0048 0.0042 

表層より深い層 0.23 1.6 1.1 0.16 0.98 0.70 0.013 0.042 0.025

青森、宮城、福島第一、福島第二、

茨城、核燃（前期：5 月） 

表層 1.7 4.0 2.6 0.67 1.2 0.90 0.0026 0.0052 0.0038 

下層 0.52 3.9 1.9 0.30 1.1 0.79 0.0027 0.024 0.0094 

襟裳沖（5 月） 
表層 1.3 1.5 1.4 0.70 0.97 0.80 ND 0.0037   

表層より深い層 ND 1.2 0.47 ND 0.53 0.22 0.011 0.033 0.020 

核燃（後期：10 月） 
表層 1.7 2.7 2.1 0.73 1.2 0.95 0.0025 0.0046 0.0033 

下層 0.79 2.4 1.6 0.23 1.1 0.64 0.0024 0.020 0.0087 

襟裳沖（10 月） 
表層 1.8 1.9 1.9 0.59 0.97 0.78 ND 

表層より深い層 ND 1.1 0.44 ND 0.49 0.24 0.013 0.023 0.019 

静岡、愛媛、佐賀、鹿児島 
表層 1.0 2.9 2.3 0.74 1.1 0.94       

下層 2.0 2.9 2.4 0.59 1.1 0.86       

四国沖 
表層 1.6  0.89  ND 

表層より深い層 ND 3.1 1.2 0.069 1.1 0.42 0.0080 0.031 0.020 

＊発電所海域及び核燃海域は 137Cs を用いた。 
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資料2-1-13 平成27年度 発電所海域 海底土試料の放射性核種濃度 

 

（単位：Bq/kg-乾燥土） 

調査海域 愛媛海域 

測点 1 2 3 4 

採取年月日 平成27年5月14日 平成27年5月14日 平成27年5月14日 平成27年5月14日 

採取位置 

Ｎ 33°39.0′ 33°38.0′ 33°36.0′ 33°33.0′ 

Ｅ 132°21.9′ 132°17.0′ 132°14.0′ 132° 10.1′ 

水深 (m) 54 61 66 67 

採取時泥色 灰オリーブ オリーブ黒 オリーブ黒 オリーブ黒 

採取時泥質 
泥混じり 

中細砂 

泥混じり 

中細砂 

泥混じり 

中細砂 

泥混じり 

中細砂 

分析供試量(g)*2 172.92 154.08 139.30 141.57 

測定年月日 平成27年7月16日 平成27年7月21日 平成27年7月22日 平成27年7月23日 

放
射
性
核
種
濃
度
 *1 

人
工
放
射
性
核
種 

134Cs ND ND ND ND 

137Cs 0.76±0.23 ND 0.91±0.27 ND 

その他の 

γ核種 

51Cr、54Mn、58Co、60Co、59Fe、65Zn、95Zr、95Nb、103Ru、106Ru、110mAg、125Sb、

140Baおよび144Ce は、すべて検出下限値以下であった。 

自
然
放
射
性
核
種 

7Be ND ND ND ND 

40K 590±8.4 660±9.8 570±9.4 610±9.2 

208Tl 5.9±0.29 8.7±0.36 7.7±0.35 7.2±0.32 

214Bi 9.7±0.58 15±0.70 14±0.37 13±0.65 

228Ac 15±0.95 18±1.2 19±1.2 19±1.1 

*1 試料の放射性核種濃度は試料採取日に補正した値で、誤差は計数誤差である。測定値が検出下限値以下の場合 
は「ND」で示す。 

*2 湿重量の値である。 
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